





















































































































































































































































































































































































































































援学校” や “支援学校” に統一している都道府県が多いことか
ら，早急に校名変更を期待したい。
７　開校した分校（米沢養護学校長井校）の事例から
　地域整備を重要視した「山形県特別支援学校再編・整備計
画」により開校した分校の一つである県立米沢養護学校長井校
の例をあげる。
（１）長井校の開校
　前述した「山形県特別支援学校再編・整備計画」策定前に特
別支援学校が無かった置賜地区の西置賜地域については，長井
市立豊田小学校の校内に県立米沢養護学校の分校（小学部）を
設置し，平成26年度に開校した。校名を県立米沢養護学校長井
校として，小学校の空き教室を活用することにより，分校を早
期に開設することとした。また，現に児童が学んでいる長井市
立豊田小学校に分校を設置することにより，小学校の児童との
自然なふれあい「交流及び共同学習」を推進できることも重要
な要素であった。
　米沢養護学校長井校の概要については表５に記述する。
　開校までの諸準備として，前年度の平成25年度に開校準備委
員会，作業部会を開催して，小学校の設置校の長井市教育委員
会との相談や調整を行い，諸手続や教育計画，教育内容などを
まとめていった。
　作業部会では，特に，事務的なこととして，開校後の光熱水
費，学校警備，給食，業務分担等の契約締結など，長井市立豊
田小学校とは，分校の教職員との連絡調整，行事等計画の調
整，共用使用場所の調整，交流及び共同学習の設定などを協議
した。
　小学校の教室の改修工事は，教室の間仕切り，保健室の改修
設置，トイレバリアフリー洋式化などを行い，開校準備のため
の物品購入を進めた。
　また，開校に向けた現地説明会を数度開催した。設置小学校
の教職員，設置小学校の保護者，近隣学校関係者，入学希望者
の保護者などを対象として行われ，その後，入学にむけた教育
相談をへて，転校や就学手続きを行っていった。
　長井校は，平成26年４月開校，初年度の在校生は児童２名，
２学級のスタートとなった。教職員は，教頭１名，教諭２名，
養護教諭１名，事務職１名，非常勤として，学校栄養士，学校
技能員が教育にあたった。
　これまでこの西置賜地域には特別支援学校は無かったが，こ
の長井校開校を機に，ここを拠点として，西置賜地域全体の特
別支援教育の推進ということも考慮された。具体的には，長井
校のセンター的機能を活用し，地域の要請に応じて教職員等の
研修や巡回指導などが可能になった。
（２）設置場所の小学校との関係について
　開校した分校と小学校との交流及び共同学習については，設
置小学校との間で休み時間を同じ時間帯にしたことにより，両
校の児童が中間休みや給食後の休息時に自然なふれあいが見ら
れた。分校の廊下で共に遊んだり，小学校の図書室で本を読ん
だり，グラウンドで砂遊びをするなどの姿も見られた。これは
一時的なことではなく，その後も日常的に継続している。長井
校の児童と設置小学校の児童との自然な交流が行われている。
　交流及び共同学習としては，両校教職員の連携協議を経て，
表３　「山形県特別支援学校再編・整備計画」による知的障がい特別支援学校の各地区，地域の対応
（1）児童生徒の増加が著しい村山地区への対応
　村山特別支援学校と楯岡特別支援学校の教室不足と施設設備の狭隘化を改善するため，両校の校舎等の増築を行うと
ともに，東南村山地域に分校を設置する。
　楯岡特別支援学校は，本校化（単独校化）により指導体制を整備し，教育内容を一層充実していく。
①　村山特別支援学校及び楯岡特別支援学校の校舎等の増築
・村山特別支援学校の増築　施設規模:現在80人→増築後140人（事業期間：平成25年度～27年度）
・楯岡特別支援学校の増築　施設規模:現在65人→増築後100人（事業期間：平成24年度～27年度）
②　東南村山地域に分校を２校設置
・山形市立第五小学校に村山特別支援学校の分校を設置（小学部）児童数30人程度（平成26年度開校）
・天童市立津山小学校に村山特別支援学校の分校を設置（小学部）児童数20人程度（平成26年度開校）
③　楯岡校の本校化　
・村山特別支援学校楯岡校を楯岡特別支援学校として本校化（平成25年度開校）
（2）県内８地域への特別支援学校の整備
　遠距離通学・送迎の負担を軽減し，居住地からできるだけ近い学校で学ぶことができるよう，現在，学校が設置され
ていない西村山地域及び西置賜地域に分校（小学部，中学部及び高等部）を設置することにより，県内８地域すべてに
知的障がい特別支援学校の教育機能を整備する。
①　西村山地域
・寒河江市立高松小学校に楯岡特別支援学校の分校を設置（小学部）児童数20人程度（平成26年度開校）
・旧大江町立三郷小学校に楯岡特別支援学校の分校を設置（中高学部）生徒数40人程度（平成27年度開校）
②　西置賜地域
・長井市立豊田小学校に，米沢養護学校の分校を設置（小学部）児童数20人程度（平成26年度開校）
・中学部，高等部の分校については，地域の学校統合等の動向を注視しながら設置場所の検討を継続する。
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表４　山形県における特別支援学校の開校，学級，学科の設置及び廃止，関連事業等に関わる年表
年　度 特別支援学校の開校，学級，学科の設置及び廃止，関連事業等
1991（平成３）年度 （山形盲）高等部理療科の別科廃止
1992（平成４）年度 （山形盲）あはき師国家試験開始，全国身体障害者スポーツ大会山形大会開催
1994（平成６）年度 （山形聾）高等部普通科設置，（ゆき養）高等部重複学級設置
1995（平成７）年度 （山形盲）高等部重複学級設置，（山形聾）赤外線集団補聴器，ＬＬ教室設置，
（米沢養）高等部普通科設置，（鶴岡養）高等部普通科設置，（新庄養）高等部普通科設置
1996（平成８）年度 （山形養）交流教育地域推進事業
1997（平成９）年度 （山形聾）高等部専攻科商業技術科，生産技術科設置
1998（平成10）年度 （米沢養）高等部普通科重複学級設置，（山形養）高等部普通科設置
1999（平成11）年度 （酒田聾）学校図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活用実践研究推進事業，交流活動地域推進事業，校舎改修完了，
（新庄養）最上学園分教室閉級，（ゆき養）新校舎等完了
2000（平成12）年度 （酒田聾）地域の学校づくり推進事業，
（米沢養）高等部訪問教育開始，教育課程推進実践研究指定校，
（新庄養）最上学園高等部訪問教育開始
2001（平成13）年度 （鶴岡養）高等部訪問教育開始
2002（平成14）年度 （米沢養）やまなみ学園高等部訪問教育開始，（鶴岡養）鳥海学園分教室高等部訪問教育開始，
（山形養）高等部重複学級設
2003（平成15）年度 （ゆき養）看護師による医療的ケアの実施
2004（平成16）年度 （山形聾）高等部重複学級設置
2008（平成20）年度 （村山特）開校，分校楯岡校開校
2011（平成23）年度 （酒田特）校名変更，知的教育部門併設
2013（平成25）年度 （山形聾）ＦＭ集団補聴システム設置，（楯岡特）楯岡校本校化
2014（平成26）年度 （米沢養）長井校開校，（村山特）山形校，天童校開校，（楯岡特）寒河江校開校，
（鶴岡高養）キャリア教育・就労支援等の充実事業
2015（平成27）年度 （鶴岡養）おひさま分教室開設，（楯岡特）大江校開校
2016（平成28）年度 （酒田特）寄宿舎閉舎，（楯岡特）キャリア教育・就労支援等の充実事業
2017（平成29）年度 （山形盲）寄宿舎機能移転，（米沢養）西置賜校開校，
（新庄養）高等部就労コース開設
2018（平成30）年度 （米沢養）やまなみ学園高等部，西置賜校に通学開始，
（上山高養）キャリア教育・就労支援等の充実事業
図２　山形県の特別支援学校の配置図（令和元年度現在）
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長井校の「生活単元学習」の中で設置小学校の児童を招待する
活動や小学校の運動会に長井校の児童が参加するなど，学校間
での交流が行われている。
　また，小学校の特別支援学級との間では，計画的に交流活動
や共同学習を行い，相互に学習効果も上げている。
　さらに，交流活動の内容を紹介した掲示板を両校児童が通る
廊下に掲示して情報発信も行った。山形県の「活力あふれる特
別支援学校づくり推進事業」を活用してパンフレット「地域交
流だより～地域との絆～」を発行し，小学校の学区である長井
市豊田地区の全家庭に配布した。
　このような学校間のふれあいの様子が長井市のＰＴＡ会報の
トップページに記事として掲載されるなど，長井校が地域の中
で認知され始めている。
　分校の置かれている小学校とは開校後も綿密に連携を行い，
教職員同士も融和してきている。小学校の設置者である長井
市，長井市教育委員会からは全面的な協力とバックアップが
あった。
　長井校の開校後，山形県特別支援学校再編・整備計画の策定
時には開校や設置が未定だった置賜地区の西置賜地域の中学
部，高等部については，暫定的な対応ながら，中学部は現在の
長井校の一部教室を利用して設置，高等部については，県立長
井工業高等学校の空き教室を利用して，「西置賜校」とし県立
米沢養護学校の分校として平成29年４月に開校した。
　なお，令和元年度の在籍数は，長井校小学部12名，中学部６
名，西置賜校高等部19名である。
８　おわりに
　山形県内の知的障がい特別支援学校はほぼ計画通りに整備が
進み，在籍児童生徒数も予測の数値，一部の学校では予測以上
の在籍になっている。
　これからの課題としては，これまで完全に整備できなかった
地域の再整備と「山形県再編・整備計画」で「長期的課題」と
した，視覚障がい・聴覚障がい特別支援学校の在り方，老朽化
した校舎等の改築などは今後の課題として整備期間を２年間延
長して継続検討している。
　令和元年度になり，山形県教育委員会は，山形県特別支援学
校再編・整備計画の残された課題と長期的な課題への対応を検
討し，「特別支援学校校舎等整備計画（仮称）」を策定するた
め，「特別支援学校校舎等整備検討委員会」を設置した。
　具体的には，米沢養護学校の中学部・高等部分校整備の在り
方，置賜地区への高等部就労コースの設置の在り方，校舎が老
朽化している県立上山高等養護学校と山形盲学校の改築等の在
り方について検討を始めている。令和元年度内に報告書をまと
め，県教育委員会に提出する予定である。その後，報告書を受
けて，県教育委員会では，新たな整備計画を策定していく予定
である。
引用文献
山形県教育委員会（2008）『山形県特別支援教育推進プラン
（平成20～24年度）』，山形県教育委員会．
山形県教育委員会（2013）『山形県特別支援学校再編・整備計
画』，山形県教育委員会．
山形県教育委員会（2018）『第３次山形県特別支援教育推進プ
ラン（平成30～34年度）』，山形県教育委員会．
付記
　本稿では，“しょうがい” の表記を「障害」，「障がい」とし
ている。特に，山形県の条例で定められているものについては
「障がい」，文部科学省からの文書や法律用語については「障
害」と区別している。
表５　県立米沢養護学校長井校の概要
１　長井校の設置年度：平成26年度，平成26年４月開校受け入れ
２　長井校の学区：西置賜地域（長井市，飯豊町，白鷹町，小国町の１市３町）
３　設置学及び学級：小学部知的障がい学級６学級
４　開校後の想定人数：20人（最大在籍可能人数36人）
５　分校として使用する学校：長井市立豊田小学校（長井市歌丸976，開校当時8学級164人在籍）
６　設置教室等と校舎改修内容：
　（1）６教室（学年教室），小学校の普通教室を間仕切りして普通教室３教室を６教室に改修　
　（2）職員室，小学校の普通教室１教室を改修
　（3）保健室及び教職員ロッカー等の設置，小学校のふるさと教室兼倉庫を改修
　（4）分校昇降口，小学校の玄関出入り口の一つを分校専用に改修
　（5）トイレ，小学校の既存トイレをバリアフリー洋式に改修
　（6）多目的ホール，グラウンド，体育館，プール，職員駐車場，保護者駐車場等は小学校と共用して使用
